


本庄市マスコット「はにぽん」のモデルになった「盾持ち人物埴輪」は歴史民俗資料館の代表的な展示物ですが、ほかにも資料館

では、本庄市の歴史を物語る各時代の貴重な資料をたくさん展示しています。

明治１６年に本庄警察署として建てられた建物自体が、明治時代の洋風建築物として県の文化財に指定されていて、外観や室内の

随所にその特徴がよく表れています。１階には、縄文～弥生時代の土器、古墳時代の埴輪、中世資料等、２階では近世～近代の資料

や写真等を展示し、中山道本庄宿の繁栄や繭と絹の町への変化の一端についても紹介しています。ご予約いただければ詳しい説明も

できますので、資料館の常設展示を一度じっくり見学してみませんか。

◇開館時間：午前９時～午後４時３０分 ◇休館日：月曜日（休日の場合は翌日） ◇ ☎０４９５－２２－３２４３

◆縄文土器（児玉町共栄）

県内最大規模の集落群が

営まれた現児玉工業団地

周辺の縄文時代中期の新

宮遺跡から出土しました。

◆棟札

明治 16年、本庄警察署創建
時の上棟札。作事請負人 角

田富蔵は美里の人、ほかに

建築委員とし諸井、田村な

ど、地域の有力者が名を連

ねています。

◆田村本陣休泊帳

江戸時代、本庄宿の本陣に休泊した大名

や役人等の記録。写真下は、皇女和宮が

将軍家茂に降嫁した時の宿泊記録です。
こうか

◆内耳土鍋・青磁小皿ほか

（東五十子）

この遺物が出土した遺跡は、関

東の戦国時代の始まりを告げる

五十子陣跡で、関東管領上杉氏
いかっこじん

が約 20年、陣を張った跡です。

◆靫形埴輪
ゆぎ

（北堀 マリーゴールドの丘）

靫は矢を入れて背負う道具。県内で

も確認例が数少ない埴輪窯跡であ
かまあと

る宥勝寺裏埴輪窯跡（県指定史跡）

から出土しました。（６世紀末頃）

◆ガラス小玉鋳型（日の出）

本庄東中学校校舎建設に伴う薬師堂

東遺跡で出土。完全な形での出土は日

本初であり、破片点数も日本最多で

す。（７世紀頃）

平成２７年１０月より、老朽化が進んだ図書館本館の

大規模改修工事を行っており、工期は約１年間を予定し

ています。この工事により、耐震補強や外壁の張り替え、

水道・空調など設備の更新を行います。また、１階の一

部を増築し図書の収蔵スペースを広げるほか、３階には、

親子で読み聞かせを楽しんだり、会話や飲食のできる「多

世代交流スペース」を設けリニューアルします。

なお、工事期間中は、仮図書館（いまい台２丁目４３

番地）をご利用ください。

◆
改
修
工
事
中
の
本
館

◆
３
階
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
イ
メ
ー
ジ

ました。学習課題を解決するために、グル

ープで練習方法を探求しました。学習への

意欲や課題を解決する方法や考えが深まり

ました。



※会費等の詳細については、お問い合わせください。

団 体 名 練 習 場 所 対 象 練 習 日 時 連 絡 先

本庄アタッカーズ
本庄南小学校

体育館

近隣の小学生

１～６年生男女

毎週土・日曜日

午後２時～午後６時

片場 元彦

(080-3701-3491


